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論文の概要及び判定理由 

本研究では真空浸炭による炭素鋼（SCr420H 鋼）およびステンレス鋼の表面改質の実用

化を目指した。SCr420H 銅では真空浸炭処理による耐久性の 30%向上を，ステンレス鋼

ではその新たな用途に応えるべく真空浸炭による耐摩耗性の改善をそれぞれ目標とした。    

SCr420H 鋼に関する研究では、真空浸炭における短時間浸炭挙動を明らかにした。セメ

ンタイトを球状化し分散した CD(Carbide Dispersion の略，炭化物分散を意味する)浸炭組

織を現出するための熱処理条件を探索し、球状セメンタイト組織である軸受鋼(例えば

SUJ2 鋼)に類似した組織を浸炭層に実現した。残留オーステナイト相を含んだ CD 浸炭組

織の実現によりローラーピッチング疲労強度が 42%向上した。この耐久性の向上は残留オ

ーステナイト相が試験中にマルテンサイト変態を誘起し、その結巣発生する残留圧縮応力

に起因することを明らかにした。 

ステンレス鋼に関する研究ではオーステナイト系、フェライト系および 2 相系ステンレ

ス鋼の浸炭挙動を明らかにした。炭化物の同定、炭化物の形態および耐摩耗性の影響因子

を検討し，以下のことを明らかにした。 

1) 浸炭による表面部の炭素濃度は浸炭温度の高い方が、また Cr 量の多い方が高い。 

2) 表面部に Cr7C3型炭化物が多量に析出し、その量は炭素量と相関する。 

3) 浸炭処理により耐摩耗性は向上し、浸炭温度および Cr 量の高い方が耐摩耗性は優れ

ている。 

本研究成果により，真空浸炭による炭素鋼およびステンレス鋼の表面改質の実用化が図

られると共に，その成果を活用して具体的な製品開発も進められつつある。 

よって、博士（工学）の学位に値するものと判定した。 
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